
 

 

 

名身連のキャラクターといえば招き猫。新しいキャラクターも招き猫です。 

どうして猫なのでしょう？その始まりはここにありました。 
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ちょっと昔のお話です。まだ今の名身連第一ワークス・第一デイサービスが、「第一ワーク

ス」と呼ばれていたころのこと。冬なのにそんなに寒くない日でした。夕方、利用者さんの

送迎から戻った職員Ｉさんが入ってくるなり、「所長、第一ワークスの庭に猫が死んでいて…。

片付けますね」と言いました。 
 

びっくりして、「えっ！と、とにかくお願いします…」。なんで第一ワークスに猫の死体が、

と戸惑っていましたら、外に出たＩさんがやせた白い猫を抱いてまた事務所に戻ってきたの

です。「死んでいると思ったら、生きていました！」 
 

たちまち事務所にいた職員が、Ｉさんと白猫を取り巻くように集まりました。猫好きなＨ

さんがお水や食べ物を与えて様子をみていますと、猫はお腹が空いていたのか、水をペロペ

ロなめ、えさもガツガツと食べ始めました。それからしばらく第一ワークスで面倒をみるこ

ととなり、ニャンコは利用者さんにも懐いてすっかり人気者になりました。数日もたつとす

っかり元気になったので、今度は里親探し。縁あって名身連の関係機関の方に里親になって

いただくことができ、名残惜しくも行き倒れニャンコはもらわれていきました。 
 

こんなことがあって間もなく、私たちは招き猫のデザインに出会ったのです。それまで猫

のモチーフにさほど興味のなかった職員も、ニャンコがなつかしくて胸がきゅんとしたのか

もしれません。そしてみんなでこの招き猫を自主製品のデザインにしていこうと心が動き自

主製品の開発をスタートさせました。 
 

そのときから、名身連第一ワークス・第一デイサービスでは、招き猫デザインの手ぬぐい

を素材にオリジナル製品を作って売るようになりました。バッグやポーチなど、バリエーシ

ョン豊かな「招き猫シリーズ」は、名身連の定番人気商品に成長し、みなさんにたくさんお

買い上げいただけるようになりました。思い返すと、あのとき行き倒れニャンコに出会わな

かったら、「招き猫シリーズ」のヒットは無かったような気がするのです。それはあの子がく

れた「猫との出会い」という恩返しだったのかもしれません。 
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